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研究成果の概要（和文）： 

本課題では、(1)糖尿病をもつ子どもが疾患や療養行動についてどのように学びながら成長し

ていくのかを明らかにし成長発達に沿った看護指針・評価指標を作成する、(2)糖尿病を子ども

と家族が活用できる絵本と冊子を作成することを目的とした。糖尿病をもちながら成長する子

どもの体験と文献からの知見を統合することにより、以下が明らかとなった。子どもの療養行

動の習得に向けた体験の積み重ねは、子どもの成長発達やサポートの広がり、母親の糖尿病管

理や育児の習熟を含む複雑な過程であった。思春期では、新たな課題に対し療養行動と望む生

活を対峙させ周囲のサポートを得ながら対処していた。これらの結果を基に看護指針および糖

尿病をもつ子どもと家族に向けた絵本と冊子を作成した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

  This research project aimed to develop nursing guidelines with a long-term 

perspective on personal development for children with diabetes and create a picture 

book/handbook for children with type 1 diabetes and their families. We conducted two 

studies about adolescents’ experiences in living with diabetes and an integrative 

review of the learning process of self-care behavior in young children with type 1 

diabetes. The following results were obtained. The learning process of self-care 

behavior in young children with type 1 diabetes was complex and comprised of the 

children’s physical and cognitive development, the expansion of social support, the 

mothers’ achievement of flexible diabetes management and the mother’s experiences in 

raising young children. Adolescents with type 1 diabetes cope with new demands by 

establishing a balance between their self-care behaviors and their hopes and seeking 

support.  

We developed nursing guidelines and created a picture book/handbook for children 

with type 1 diabetes and their families based on these results. 
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１．研究開始当初の背景 

小児期に糖尿病を発症した子どもは、生活

の中で療養行動を行いながら成長発達を遂

げていく。発症時期には、疾患の受け止めや

インスリン注射、自己血糖測定などの技術の

獲得、食事療法や運動療法など生活習慣の変

化に伴う子どもと家族の困難は大きい。しか

し、ほとんどの子どもや家族は様々なサポー

トを得ながら発症時期の困難に適切に対処

している。発症時期の困難を乗り越えた後も、

子どもの成長発達の過程では、親が主体とな

って行ってきた療養行動を子ども自身が行

えるように移行したり、学校生活の中で療養

行動を行いながら友達関係を良好に築くこ

となど、対処を必要とする新たな問題が生じ

る。従って、糖尿病をもつ子どもと家族には、

それぞれの成長発達段階で生じる問題や、次

の段階で生じ得る問題を予測した支援が必

要である。 

これまで糖尿病をもつ子どもと家族に関

する研究は、特定の発達段階に焦点が当てら

れ、1 型糖尿病の発症率が高い欧米では、年

少時には養育者のストレスと疾患管理の研

究、学童・思春期には糖尿病の療養行動の遵

守や血糖コントロールと関連のある心理社

会的問題が明らかにされ、ストレス対処や問

題解決に向けた介入研究が行われてきてい

る。一方、我々の先行研究では、糖尿病をも

つ子どもの生活と、疾患管理に関わる出来事、

そして家族や周囲の人々から受けるサポー

トの積み重ねが、その後の自己管理に影響を

与えていくことが示唆されており、臨床実践

においても年少で発症した子どもと、思春期

に発症した子どもでは同じ発達段階であっ

ても異なる特性をもつと感じることが多か

った。以上より、子どもの成長発達毎の支援

を考えるだけでなく、子どもが成長発達しな

がらどのように体験を積み重ねていくのか

を明らかにし、体験の積み重ねを視野に入れ

た成長発達に沿った支援を明らかにする必

要があると考え本研究に着手した。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 糖尿病をもつ子どもが疾患や療養行動に

ついてどのように学びながら成長してい

くのかを明らかにし、体験の積み重ねを

視野に入れた成長発達に沿った看護指

針・評価指標を作成する。 

 

(2) 糖尿病を子どもと家族が活用できる、子

どもの成長発達に沿った、疾患や療養行

動、糖尿病をもちながら生活することの

理解を促す冊子を作成する 

 

 

３．研究の方法 

(1)「糖尿病をもちながら成長する子どもの

体験」について分析を行い、糖尿病をもつ子

どもが、疾患の理解や療養行動についてどの

ように学びながら成長していくのかを明ら

かにする 

 

(2)糖尿病をもつ子どもと家族に関する学位

論文と文献から得られた結果を二次分析し、

1.で得られた結果と合わせて、糖尿病をもつ

子どもの成長発達に沿った子どもと家族へ

の看護指針・評価指標を作成する 

 

(3)糖尿病を子どもと家族が活用できる、子

どもの成長発達に沿った、疾患や療養行動、

糖尿病をもちながら生活することの理解を

促す冊子を作成する 

 

 

４．研究成果 

(1)「糖尿病をもちながら成長する子どもの

体験」の分析 

糖尿病をもつ子どもが、疾患の理解や療養

行動についてどのように学びながら成長し

ていくのか、および、その影響要因（発症年

齢、家族や周囲からのサポート、糖尿病キャ

ンプ参加の有無など）を明確にすることを目

的に、ライフヒストリーの手法を用い、「糖

尿病をもちながら成長する子どもの体験」を

分析した。その結果、幼児期に 1型糖尿病を

発症した子どもと、小学校前期に発症した子

どもでは、小学校前期に発症した子どもの方

が親のショックを感じ取り、また、周囲の友

達とうまくいかない・気づかいをする体験を

しているなど、発症年齢による体験の違いが

明らかになった。 

 

(2)学位論文の二次分析と文献からの知見  

の統合 

学位論文の二次分析から、成長発達に沿っ



た看護の主要な概念として発達理論やセル

フケア理論をはじめとする複数の概念の組

み合わせていくことの必要性が確認された。

また、基本的な療養行動を習得する幼児期・

小学校低学年と、子ども自身が体験を通して

療養行動を変化させ生活のなかで行ってい

く思春期の子どもでは、セルフケアやセルフ

ケアに影響する要因が大きく異なることが

明らかになった。このため、幼児期・小学校

低学年と思春期の子どもを分けて、セルフケ

アに関する文献からの知見を統合した。 

その結果、「1型糖尿病をもつ幼児・小学校

低学年児童の療養行動の習得に必要な要素」

として、幼児期・小学校低学年までの発達課

題の達成を基盤にした、療養行動に対する子

どもの気持ち・関心、知識や技術の習得に必

要な子どもの能力が導かれた。また、母親と

子どもへの周囲からのサポート、および、子

どもの療養行動の習得と安全な環境づくり

を目指した母親の関わりが抽出された。１型

糖尿病をもつ幼児期・小学校低学年の子ども

の療養行動の習得に向けた体験の積み重ね

は、子どもの成長発達や、それに伴うサポー

トの広がり、母親の糖尿病管理や育児の習熟

を含む複雑な過程であり、子ども、母親、周

囲のサポートが相互に関係しながらダイナ

ミックに変化していく枠組みとして示され

た。これらの結果は、学会誌に投稿するとと

もに、雑誌「小児看護」で特集号を企画し発

信した。また、第 17 回日本糖尿病教育・看

護学会において交流集会「小児の成長発達に

沿った糖尿病セルフケアの移行と看護を考

えよう」を、企画・運営した。 

糖尿病をもつ思春期の糖尿病セルフケア

については、学位論文のうち 1型糖尿病をも

つ 10 代を対象とし、①疾患や療養行動・日

常生活に対する認識、②療養生活の実際、③

サポートについてケースの詳細な記述を含

む 10 論文から 52例のデータを得て二次分析

を行った。全ケースのデータを適切なセルフ

ケアにつながる内容と阻害する内容に分け、

類似するものを集めて抽象度を高め「カテゴ

リー」を抽出した後、発症時期と発達段階に

より分析した。思春期では新たな課題に対し

療養行動と望む生活を対峙させ周囲のサポ

ートを得ながら対処しており、発達段階や経

験を反映した特徴がみられた。これらの結果

から、発達段階や発症からの体験の積み重ね

を考慮した看護指針・評価指標作成への示唆

が得られた。 

 

(3)糖尿病をもつ子どもと家族のための冊子

の作成 

 (1)(2)の結果をふまえ、子どもの発達段階

に沿った 2種類の冊子を作製し、糖尿病の子

どもの親の会や、診療に関わる医療者宛に送

付した。 

・ 幼児期・小学校低学年向けの絵本「はる

ちゃんといんすりんくん」 

幼児・小学校低学年の子どもを対象とし、

先の研究結果でこの年代の子どもの関心が

高かったインスリン注射や血糖測定の必要

性、低血糖への対応、バランスよく食べるこ

とに焦点をあてた。絵本は、親や医療者が子

どもに説明するときに活用することで、子ど

もの反応を引き出し、相互作用の中で理解を

深めていくことができる。また、絵本の最後

に家族向けの文章を加え、この年代の子ども

をもつ家族に必要な視点を記載した。 

絵本と共に、絵本を活用した際の子どもの

反応や絵本に対する意見を求めるアンケー

ト用紙を送付し、その結果と絵本の作成過程

をまとめ、国際学会で発表を行った。 

・ 糖尿病をもつ学童・思春期を対象とした

「糖尿病のこどもと家族の生活－改訂第

２版－」 

 平成 4 年に作成した冊子の改訂第 2版。治

療方法の変化や、本研究の知見を反映させて

修正を行った。また、発症間もない頃に読む

内容、少し慣れてきたころに読む内容、青年

期になって必要となる内容、家族に必要な内

容で章立てを行った。作成直後から近隣の医

療施設に入院／通院している子どもに活用

している。 
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